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<-IciirniiiRにおける学習スタイルー稲子教材の活用

1．概要

ICTの普及により，オンデマンド授業や

e'learningなど教育のスタイルが変わりつつある．ま
た,股近では趣子書締の利用も拡大しており，赦秀

現場においても愈子教材や竃子教科番が活用さｵ1

る場而が咽えてきている.これらの電子化によって謬

来の紙による教材や教科書よりも商い付加価値が蕊

待される一方,実用化においてはまだ多くの眺題か

残されていると考えられる.芯子化のメリッ1,を活用L

た教材の開発や,敬材の利用･開発環境がOSや端

末に依存しないマルチプラッI､フォームへの対応を検

討する必要がある．

本発表では，主として大学における悩報数理系垂

避盤教育で活用される敏子教材,電子教科醤の位

置づけや要求される機能などについてまとめ,本研

究での試悔作教材の概要や課題について考察を行う‐

2．背景

1(Tの普及によって,i-k-nrninf,'を活用したオン

デマンド授業やブレンデッドラーニング,反転授業な

ど教育のスタイルが変化しつつある．その中で,教科

書や教材の篭子化も普及してきているliHal.

日本では,2010年に内閣府高度情報通僧ネッI､雪

一ｸ社会推進戦略本部(IT総合戦略本部)による｢新

たな傭報通信技術戦略｣[4}が発表され,2013年:こ

は｢世界最先蝋IT結果創造宣言j15)が閣離決定さ

れている.その中では教育分野の取り組みとして｢学

習情報端末.デジタル槻器等を活用した分かりやす

い授業｣，「デジタル教科書･教材などの教育コンテン

ツの充実｣，「教育環境のIT化jなどが示されている・

3．晒子教材の位髄づけ

文部科学省は2011年に｢教育の情報化ビジョン・

I(ilを公表している.主として小学校･中学校.高等学

校を対象としたものであるが,この中でデジタル教科

書を｢デジタル機器や情報端末向けの敏材のうち：

既存の教科書の内容と,それを閲覧するためのソフ隼

ウェアに加え,編集,移動,追加,削除などの基本撮

能を備えるものjとし,以下の2つに区別している.

・指導者用デジタル教科裕

主に教員が勉子黒板等により子どもたちに提示I.

て指導するためのデジタル教科書

・学習者用デジタル教科番

主に子どもたちが個々の悩報端末で学習するた

めのデジタル教科嘗

＊早稲田大学石佃寮

湘南工科大学小林学

日立製作所椛灘克望

早稲、大学平澱龍

大学教育向けの芯子教科譜･教材においても,羅

途の違いにより必要な機能が異なってくるため,両畠

の違いを愈織しておくことは亜要である．

柳沼ら171は,教科緋･救材の施子化を，「沓祁鐸

弛子化｣と｢アプリケーションの番鯖化｣に分けて愉罷

ている．「瞥簸の懸子化｣は従来の紙による教科番を

芯子化するアプローチであり,瓶子化により製作コス

トが削減できること,文字の拡大機能,辞啓樋能が蕊

用できることなどがﾒﾘｯ1,であるとしている,.fアプリ孝

一ションの僻鮒化｣ではマルチメディアやコミュニケー

ション椎能,インタラクティブな機能など,高座な機能

をもつアプリケーションをパッケージ化する．「啓流の

勉子化｣により既存の紙の教科勝を低コスl､で簡恥こ

敏子化することは可能である.一方,砿子教科排をゼ

ロから作成する場合には,従来の文字や画像情報が

主体の紙の形式にとらわれず,学習目的や利用形態

に応じて必襲な機能を取捨選択し,適切なコンテンシ

の形態を考慮した教材殻計を行う必要がある．

4．要求される機能

「教育の怖報化ビジョン｣(6)では,「指導者用デジタ

ル教科書｣は,敏科帯内容を引用しつつ,任意簡砂「

の拡大,任意文章の朗読,動画などの機能を有し、

また,インターネットを介した参照機能や教員と生徒

の双方向性のある授業への活用が考えられると述テニ

られている.また，「学習者用デジタル教科番｣では
一人一人の学習ニーズに柔軟に対応でき,学習腿

歴の把握･共有籍が可能であることが求められる,と

あり,指導者用教科害の機能に加えて,生徒同士の

双方性のある授業や抄き込みの共有,理解座に応こ

た波習，自学自習等に資するものと述べられている

このような協働学習の重要性は大学教育においてざ．

指摘されていることから,LMS(Learnini'

ManagementSystem)輔とも巡携し共同作業の茄
助機能を備えた敏子教科書･教材が必要である．

また,表1に中糾らwがまとめた敏子教科番に要

求される具体的な標池機能(52項目)の7つのカテ

ゴリを示す.愈子教科書作成の際には,これらのうち

で必要な機能の選択と,それを実現可能な蝋末とび：

炎1:危子教科帯に要求される機能
（中檎らI8lを元に作成）

（1）醒証(3噸目）

(2)著作櫨管麹(2項目）

(3)内容表示(13噸卿》

(4)開運傭柵へのリンク(4項ロ鼻

(5)学習肴による情搬過加(12項目）
(6)学留支握(13噸目〕

(7)コンテンツとプラットプオームの条件〈5項目）
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